
戦
後
五
十
数
年
経
っ
た
今
で
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

終
戦
と
共
に
召
集
は
解
除
さ
れ
、
そ
の
後
、
電
力
会
社
に
三

十
余
年
勤
め
、
六
十
一
歳
で
無
事
退
職
し
、
現
在
は
神
職
と
し

て
石
岡
神
社
の
宮
司
と
し
て
国
家
の
安
泰
と
我
が
国
の
平
和
、

否
世
界
の
平
和
を
祈
っ
て
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

北
満
国
境
警
備
と
初
級
士
官
教
育
の

体
験
に
つ
い
て
　 

山
形
県
　
寒
河
江
達
雄
　 

私
は
、
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
三
月
三
十
日
、
現
在

の
山
形
県
東
根
市
、
当
時
の
旧
・
長
■
村
で
生
ま
れ
た
昭
和
七

年
度
徴
集
兵
で
す
。
徴
兵
検
査
の
時
は
体
を
壊
し
て
い
た
た
め

体
位
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
第
一
乙
種
合
格
で
し
た
。

次
に
私
の
軍
歴
の
大
要
を
述
べ
ま
す
。

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
八
月
、
歩
兵
第
三
十
二
連
隊
留

守
隊
に
応
召
（
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
召
集
）

。

昭
和
十
五
年
十
二
月
、
兵
科
甲
種
幹
部
候
補
生
合
格
。
盛
岡

予
備
士
官
学
校
へ
入
校
、
昭
和
十
六
年
七
月
同
校
卒
業
。

昭
和
十
六
年
八
月
、
歩
兵
第
一
三
二
連
隊
に
編
入
を
命
ぜ
ら

れ
大
阪
港
を
出
帆
。
満
州
北
安
（
歩
兵
第
一
三
二
連
隊
）

着
、
同
地
警
備
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
、
黒
河
省
山
神
府
付
近
警
備
。

昭
和
十
七
年
六
月
、
黒
河
省
神
武
屯
の
原
隊
に
帰
隊
し
国
境

警
備
。

昭
和
十
七
年
十
一
月
、
前
橋
予
備
士
官
学
校
付
に
補
さ
れ

る
。

昭
和
十
九
年
四
月
、
東
部
軍
教
育
隊
付
に
補
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
年
九
月
復
員
。

応
召
時
の
私
の
家
の
職
業
は
農
業
で
し
た
。

父
は
昭
和
十
一
年
、
四
十
九
歳
で
死
亡
し
て
お
り
、
家
族

は
、
母
と
私
の
下
に
二
人
の
弟
が
い
ま
し
た
。
私
の
応
召
は
母

に
は
大
き
な
苦
痛
と
悲
し
み
で
し
た
が
、
時
局
柄
「
男
児
の
本

懐
こ
れ
に
過
ぎ
ず
。
勇
躍
聖
戦
に
赴
く
」
と
い
う
世
相
で
し

た
。前

述
の
と
お
り
、
昭
和
十
四
年
八
月
、
山
形
連
隊
へ
応
召
入



隊
、
初
年
兵
教
育
の
基
本
は
「
軍
人
勅
諭
」
を
忠
実
に
勉
強
し

訓
練
に
励
む
こ
と
で
し
た
。
ま
た
入
隊
と
同
時
に
「
誓
文
書
」

を
書
か
さ
れ
て
中
隊
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
班
内
へ
入
る
と
例

の
私
的
制
裁
が
あ
り
ま
し
た
。
初
年
兵
が
全
員
横
一
列
に
並
ば

さ
れ
て
、
親
に
も
殴
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
の
に
、
数
回
力
ま
か

せ
に
殴
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
悪
い
思
い
出
は
一
生
忘
れ
ま
せ

ん
。
一
般
家
庭
や
社
会
で
は
行
わ
れ
な
い
蛮
行
で
す
が
、
軍
隊

と
い
う
特
殊
社
会
で
は
、
教
育
鍛
錬
の
一
助
と
し
て
広
く
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
困
苦
欠
乏
に
耐
え
、
不
撓
不
屈
を
忍
び
、

与
え
ら
れ
た
任
務
達
成
に
邁
進
す
る
に
は
「
何
く
そ
！
」
と
の

気
概
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
に
応
え
る
、
強
烈
な
近
道
手
段
だ
っ

た
の
で
す
。

昭
和
十
五
年
、
竹
沢
中
隊
長
に
呼
ば
れ
、
幹
部
候
補
生
志
願

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
家
庭
の
事
情
等
の
た
め
と
辞
退
し

ま
し
た
が
、
中
隊
長
の
強
い
説
得
に
よ
り
、
幹
候
志
願
を
決
心

し
ま
し
た
。

山
形
連
隊
で
教
育
の
後
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
盛
岡
予

備
士
官
学
校
へ
入
隊
。
学
校
の
教
育
の
基
本
は
「
野
戦
第
一
線

の
小
隊
長
教
育
」
で
、
土
曜
、
日
曜
も
な
く
、
昼
と
な
く
、
夜

と
な
く
激
し
い
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
内
は
す
べ
て
駆
け

足
で
す
。
完
全
軍
装
（
戦
地
と
異
な
り
内
地
で
あ
る
た
め
、
食

糧
・
弾
薬
を
除
く
と
、
約
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
か
？
）
を
し

て
匍
匐
訓
練
を
一
時
間
か
ら
二
時
間
や
る
。
軍
服
に
ヒ
ジ
当

て
、
ス
ネ
当
て
と
称
す
る
粗
末
な
ド
ン
ゴ
ロ
ス
（
麻
布
）
の
よ

う
な
ボ
ロ
布
を
、
両
ヒ
ジ
、
両
ス
ネ
に
巻
い
て
匍
匐
訓
練
に
汗

を
流
し
血
を
流
す
こ
と
を
要
求
さ
れ
ま
し
た
。
軍
袴
が
破
れ
て

継
ぎ
は
ぎ
修
理
に
追
わ
れ
た
こ
と
で
す
。

盛
岡
の
冬
は
積
雪
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
一
月

か
ら
三
月
ま
で
は
千
葉
県
の
習
志
野
ノ
原
の
兵
舎
へ
移
っ
て
教

育
を
受
け
ま
し
た
。
四
月
に
な
る
と
、
ま
た
盛
岡
へ
帰
っ
て
訓

練
し
ま
す
。
自
決
す
る
時
の
「
遺
言
書
」
を
出
せ
と
の
命
令
が

出
ま
し
た
。
自
決
の
方
法
を
区
隊
長
自
ら
軍
刀
を
抜
い
て
教

授
。
武
人
の
た
し
な
み
で
す
。

次
に
福
島
県
の
兵
舎
で
実
弾
射
撃
演
習
。
九
六
式
軽
機
関
銃

を
持
ち
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
走
り
匍
匐
し
て
銃
を
構
え
、
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
前
方
の
目
標
へ
三
発
五
点
射
し
ま
し
た
。
十
四
発
撃

ち
五
発
命
中
し
て
学
校
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
名
誉
で
し
た
。
六
月

富
士
山
麓
の
滝
が
原
兵
舎
へ
行
き
一
ヵ
月
の
訓
練
、
昭
和
十
六



年
七
月
末
に
学
校
卒
業
し
、
山
形
連
隊
へ
復
帰
し
ま
し
た
。

八
月
に
は
関
特
演
の
大
動
員
で
、
私
共
は
満
州
北
安
の
第
七

二
三
二
部
隊
（
山
形
歩
兵
第
三
十
二
連
隊
）
へ
転
属
。
大
阪
よ

り
釜
山
へ
、
鉄
道
輸
送
で
安
東
、
新
京
、
ハ
ル
ビ
ン
を
経
て
北

安
へ
。
十
月
ま
で
連
兵
場
で
幕
舎
生
活
。
甲
府
の
連
隊
（
歩
兵

第
四
十
九
連
隊
？
）
が
南
方
へ
転
出
し
た
後
の
兵
舎
に
入
り
ま

し
た
。

十
二
月
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
。
十
ヵ
月
程
過
ぎ
、
私
は
黒
河

省
の
国
境
警
備
の
独
立
隊
と
し
て
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

約
六
十
人
の
小
隊
の
部
下
と
師
団
か
ら
の
通
信
隊
約
十
五
人
、

乗
馬
関
係
、
軍
馬
十
頭
、
軍
医
獣
医
を
含
め
て
約
十
人
が
配
属

さ
れ
ま
し
た
。
黒
河
省
黒
河
は
ソ
満
国
境
の
地
。
零
下
四
〇

度
、
風
速
四
〇
～
五
〇
メ
ー
ト
ル
。
休
ん
で
い
る
時
も
手
足
を

バ
タ
バ
タ
動
か
し
凍
傷
予
防
に
努
め
ま
し
た
。
兵
舎
は
平
屋
建

て
で
周
り
を
土
塀
造
り
で
囲
い
、
オ
ン
ド
ル
を
作
り
毛
布
や
乾

し
草
を
利
用
し
て
床
と
し
ま
す
。
寒
さ
と
の
戦
い
で
し
た
。
し

か
し
本
当
の
敵
は
付
近
に
出
没
す
る
共
産
八
路
軍
で
す
。
兵
舎

の
周
囲
に
は
木
を
結
ん
で
鹿
砦
を
作
り
ま
す
。
木
を
交
差
さ
せ

た
と
こ
ろ
に
水
を
か
け
凍
結
、
動
か
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
昼

間
は
原
住
満
人
保
護
、
治
安
維
持
の
た
め
の
行
軍
。

途
中
、
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
が
村
田
銃
で
狩
り
を
し
て
い
る
の
と

出
合
い
ま
し
た
。
彼
等
は
射
撃
の
名
人
で
木
の
股
に
架
銃
し
ノ

ロ
を
狙
い
、
ち
ょ
っ
と
銃
を
叩
き
ま
す
。
ノ
ロ
は
そ
の
音
に
敏

感
に
反
応
し
、
動
き
を
止
め
て
こ
ち
ら
を
向
く
、
そ
の
■
か
な

瞬
間
に
発
射
。
見
事
に
射
止
め
る
の
は
、
神
業
で
す
。
そ
の
ノ

ロ
を
土
産
に
貰
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
軍
医
の
検
査
を
経
て

食
材
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
現
地
人
と
の
融
和
、
治
安
維
持
に

も
役
立
ち
ま
し
た
。
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
の
来
隊
は
数
回
あ
り
、
四

～
五
人
で
乗
馬
で
銃
を
持
ち
、
日
本
人
と
同
じ
風
格
で
温
厚
な

人
達
で
し
た
。
ノ
ロ
の
肉
を
貰
っ
た
時
は
お
礼
に
と
白
米
少
々

あ
る
い
は
胃
腸
薬
、
タ
バ
コ
等
を
あ
げ
る
と
喜
ん
で
、
再
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

寒
中
の
兵
舎
で
は
ト
イ
レ
が
凍
り
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
体

験
談
と
同
じ
で
、
ツ
ル
ハ
シ
で
整
理
し
ま
し
た
。

飲
料
水
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
の
と
こ
ろ
に
掘
り

抜
き
井
戸
が
あ
り
、
使
役
兵
が
水
を
汲
ん
で
運
び
ま
す
。
入
浴

は
外
で
缶
に
入
る
訳
に
も
い
か
ず
、
土
で
囲
ん
だ
兵
舎
の
土
間

に
五
右
衛
門
風
呂
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
、
下
か
ら
火
を
焚
い



て
、
蓋
を
踏
み
下
ろ
し
て
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
毎
日
は
入
れ

ま
せ
ん
。
幸
い
病
人
が
少
な
い
の
で
、
見
習
士
官
の
軍
医
は
満

語
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
対
八
路
軍
、
対
ソ
戦
と
の
緊
張
の

警
備
勤
務
の
中
で
の
、
ま
さ
に
忙
中
閑
あ
り
の
時
期
で
し
た
。

満
州
の
冬
は
長
く
、
地
表
は
春
で
も
凍
土
掘
り
に
は
苦
労
し

ま
し
た
。
私
は
平
時
は
満
服
を
着
て
巡
察
を
し
ま
し
た
。
満
人

と
解
け
合
う
に
は
、
い
か
め
し
い
軍
服
よ
り
も
こ
の
方
が
五
族

協
和
の
実
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

満
州
人
は
好
意
的
で
し
た
。
病
人
が
あ
っ
た
り
、
請
わ
れ
る

と
薬
品
も
あ
げ
ま
し
た
。
同
行
す
る
通
訳
は
朝
鮮
人
で
す
。
こ

こ
の
勤
務
は
昭
和
十
七
年
三
月
ま
で
で
し
た
。

四
月
に
連
隊
は
神
武
屯
に
帰
り
国
境
警
備
に
就
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
向
か
い
側
が
ソ
連
の
街
で
、
約
六
キ
ロ
程
の
川
幅
が

あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
こ
で
初
年
兵
教
育
に
入
っ
た
が
、
間
も

な
く
神
武
屯
よ
り
五
キ
ロ
ほ
ど
の
所
に
あ
る
山
（
標
高
九
五

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
、
眼
下
に
黒
龍
江
が
流
れ
て
い
る
望
蘇
山

―
文
字
通
り
ソ
連
を
望
む
山
）
の
監
視
■
長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
小
■
で
の
生
活
ぶ
り
は
、
兵
力
は
私
以
下
約
二
十
人
、

ラ
ン
プ
生
活
、
食
糧
は
連
隊
本
部
よ
り
直
送
さ
れ
、
監
視
■
は

丘
の
頂
に
あ
り
、
兵
舎
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
谷
間
に
遮

蔽
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
を
一
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
壕
を
掘
っ
て
交
通
壕
と
し
て
往
復
し
ま
す
。
二
十
四
時
間

勤
務
体
制
。
二
人
宛
二
時
間
交
替
。
怪
し
い
事
が
あ
る
と
監
視

■
は
空
き
缶
で
「
カ
ラ
カ
ラ
」
と
音
を
さ
せ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

先
の
兵
舎
へ
連
絡
。
私
は
急
い
で
監
視
所
へ
行
き
、
情
況
報
告

を
受
け
判
定
を
し
て
、
次
の
日
の
朝
文
書
で
連
隊
本
部
へ
兵
二

人
で
報
告
し
ま
し
た
。

監
視
は
普
通
三
五
倍
の
眼
鏡
で
す
。
そ
の
後
一
〇
〇
倍
の
眼

鏡
が
来
ま
し
た
が
、
陽
炎
が
か
か
る
と
見
え
な
い
く
ら
い
高
度

な
も
の
で
し
た
。
そ
の
眼
鏡
は
偽
装
し
、
敵
に
も
見
え
な
い
よ

う
に
、
ま
た
直
接
光
線
も
避
け
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
監
視
■
勤
務
は
三
ヵ
月
交
替
で
し
た
。
な
お
黒
龍
江
は
冬

季
厳
寒
強
風
の
節
は
、
水
面
が
凸
凹
は
げ
し
く
凍
結
し
て
、
人

影
も
見
え
な
く
な
る
た
め
密
入
国
者
等
の
監
視
、
巡
察
、
情
報

等
苦
労
倍
加
の
激
務
で
し
た
。

時
と
し
て
師
団
司
令
部
や
連
隊
本
部
よ
り
の
巡
察
指
導
が
あ

り
ま
し
た
。
常
に
隊
員
と
一
心
同
体
、
家
族
的
生
活
の
中
で
大



変
な
苦
労
を
克
服
し
つ
つ
任
務
遂
行
に
努
力
し
た
隊
員
の
面

影
、
思
い
出
は
忘
れ
得
な
い
感
謝
の
強
烈
な
印
象
で
す
。
私
は

兵
に
「
お
前
た
ち
の
留
守
家
族
の
方
々
の
祝
い
ご
と
、
不
幸
、

困
っ
た
事
で
手
紙
が
来
た
ら
、
班
長
を
経
て
私
に
申
し
出
よ
」

と
常
に
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、「
手
紙
が
来
て
、

俺
の
家
の
カ
ー
チ
ャ
ン
が
子
供
を
な
し
た
」
と
の
吉
報
が
あ
っ

た
。
私
は
お
祝
い
状
と
「
本
人
は
元
気
で
や
っ
て
い
る
か
ら
心

配
す
る
な
」
と
返
事
を
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
後
昭
和
三
十

八
年
頃
、
結
婚
式
に
来
て
く
れ
と
の
通
知
が
来
ま
し
た
。
満
州

の
あ
の
時
代
に
生
ま
れ
た
子
供
が
結
婚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

「
俺
さ
へ
来
て
、
祝
し
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
水
戸

ま
で
祝
い
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
満
州
の
思
い
出
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
部
下
の
皆
さ
ん
は
本
当
に
一
億
一
心

の
鑑
と
し
て
頑
張
っ
て
、
あ
の
国
境
警
備
に
あ
た
っ
た
こ
と
を

申
し
伝
え
ま
す
。

次
は
初
級
士
官
教
育
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

昭
和
十
七
年
十
一
月
末
、
教
育
総
監
部
か
ら
の
命
令
で
前
橋

予
備
士
官
学
校
（
盛
岡
予
備
士
官
学
校
の
後
身
）
へ
転
属
と
な

り
ま
し
た
。
前
橋
で
の
第
八
期
生
教
育
、
区
隊
付
将
校
と
し
て

の
体
験
を
述
べ
ま
す
。

前
橋
で
の
教
育
の
基
本
は

『
勅
諭
体
現
　
以
死
必
勝

師
弟
同
行
　
我
等
は
将
校
道
の
行
者
な
り
』

を
目
標
信
念
で
、
第
一
線
野
戦
小
隊
長
と
し
て
自
信
を
も
っ
て

そ
の
任
務
を
完
全
に
遂
行
さ
れ
る
小
隊
長
を
養
成
す
る
に
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
「
修
養
録
」
と
い
う
も
の
を
毎
晩
書
き
ま
し
た
。
日
々

の
言
動
を
深
刻
に
反
省
し
て
こ
れ
を
記
載
し
ま
す
。
時
々
区
隊

長
へ
提
出
し
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
次
に
記
載
し
た
項
目
を
記

し
ま
す
。

本
校
の
伝
統
精
神
　
第
一
線
小
隊
長
の
姿

自
己
の
決
意
　
更
始
一
新
　
和
衷
協
同
　
健
康
第
一
主
義

勅
諭
体
現
　
服
従
　
兵
器
被
服
の
尊
重
　
不
断
の
努
力

勤
務
の
神
聖
　
意
気
旺
盛
　
環
境
の
整
理
　
決
心

内
務
の
履
行
　
責
任
観
念
　
堅
忍
　
持
久
　
国
体
の
尊
厳

七
生
報
国
　
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
。

さ
て
前
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
へ
着
任
、
第
二
中
隊
第
二
区



隊
付
と
な
り
ま
し
た
。
第
二
中
隊
長
は
私
の
盛
岡
時
代
の
区
隊

長
で
あ
り
、
以
前
の
上
官
関
係
が
今
ま
た
前
橋
て
復
活
、
そ
の

奇
遇
に
感
激
し
た
も
の
で
す
。

昭
和
十
七
年
十
一
月
よ
り
昭
和
十
へ
年
四
目
ま
で
第
八
期
生

昭
和
十
八
年
五
月
よ
り
昭
和
十
八
年
十
二
月
ま
で
第
九
期
生

昭
和
十
九
年
一
月
よ
り
昭
和
十
九
年
八
月
ま
で
　
第
十
期
生

と
教
育
し
、
卒
業
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
各
戦
線
共
に
進

攻
か
ら
防
御
へ
と
方
針
が
転
移
の
時
代
で
し
た
。

さ
て
最
後
の
任
地
は
、
昭
和
十
九
年
四
月
東
部
軍
教
育
隊

（
千
葉
県
二
宮
町
薬
園
台
―
現
在
習
志
野
市
）
の
区
隊
長
と
な

り
ま
し
た
。
中
隊
長
は
前
橋
校
の
第
一
区
隊
長
で
し
た
。
気
心

も
知
れ
て
お
り
、
教
育
畑
一
本
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
に
精
励

し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
五
月
よ
り
昭
和
十
九
年
十
二
月
ま
で第

十
一
期
生

昭
和
十
九
年
九
月
よ
り
昭
和
二
十
年
三
月
ま
で
第
十
二
期
生

昭
和
二
十
年
八
月
よ
り
終
戦
復
員
ま
で
　
　
　
第
十
三
期
生

を
教
育
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
も
う
本
土
防
衛
が
最
重
点
と
な

り
、
満
州
か
ら
多
く
の
部
隊
が
移
動
し
て
来
ま
し
た
。
習
志
野

は
千
葉
県
の
防
衛
の
要
で
あ
り
、
首
都
防
衛
の
重
要
地
域
で
し

た
。
敵
は
九
十
九
里
浜
上
陸
を
企
図
し
て
お
り
、
サ
イ
パ
ン
島

の
基
地
か
ら
は
毎
日
の
よ
う
に
Ｂ29

が
本
土
を
爆
撃
に
大
量
に

飛
来
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
教
育
の
み
に
専
念
出
来
な

く
な
り
、
防
空
と
上
陸
連
合
軍
防
御
な
ど
併
列
し
て
教
育
、
訓

練
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
か
ら
東
京
地
方
の
爆
撃
が
始
ま
り
、
昭

和
二
十
年
三
月
以
降
は
Ｂ29

爆
撃
機
と
艦
載
機
の
銃
撃
爆
撃
が

盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

硫
黄
島
玉
砕
以
来
、
Ｐ5

1

な
ど
の
戦
闘
機
の
銃
爆
撃
が
関
東

諸
地
域
に
猛
烈
に
行
わ
れ
、
七
月
に
な
る
と
沖
縄
か
ら
の
来
攻

も
増
え
、
千
葉
県
の
軍
施
設
も
飛
行
場
も
被
害
が
増
大
し
て
き

ま
し
た
。
習
志
野
の
学
校
も
銃
撃
を
受
け
た
り
、
Ｂ2

9

が
撃
墜

さ
れ
た
の
を
こ
の
目
で
見
て
、
万
歳
を
叫
ん
で
喜
び
合
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
が
予
備
士
官
学
校
の
教
育
中
、
最
も
痛
烈
に
心
に
刻
ま
れ

た
事
件
は
、
隣
の
中
隊
の
候
補
生
が
対
戦
車
用
の
破
用
爆
雷
演

習
中
、
誤
っ
て
爆
発
し
、
そ
の
候
補
生
は
重
傷
、
手
術
の
甲
斐

も
な
く
事
故
死
と
申
す
か
、
戦
死
し
た
こ
と
で
す
。
学
校
葬
を



し
て
見
習
士
官
の
位
を
贈
り
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
私
共
当
時

の
教
官
と
し
て
は
永
久
に
忘
れ
ら
れ
な
い
事
件
で
、
特
に
御
遺

族
に
思
い
を
い
た
す
と
き
残
念
な
惨
事
で
あ
り
ま
し
た
。

私
達
は
幸
い
に
し
て
勤
務
地
、
任
地
の
差
か
ら
生
を
得
て
今

日
ま
で
生
き
延
び
て
い
ま
す
が
、
常
に
亡
き
戦
友
、
先
輩
、
後

輩
の
ご
冥
福
を
祈
り
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
誓
っ
て
お
り
ま

す
。前

橋
の
場
合
の
卒
業
生
は
七
〇
〇
〇
人
ぐ
ら
い
お
り
ま
す

が
、
そ
の
中
約
二
五
〇
〇
人
が
戦
死
し
て
い
ま
す
。
高
野
山
の

奥
の
院
に
慰
霊
碑
を
建
て
、
二
年
毎
に
供
養
の
法
事
を
し
て
い

る
。
私
も
あ
の
時
代
の
人
々
と
年
一
回
ぐ
ら
い
参
集
し
て
い
ま

す
が
、
会
社
社
長
や
大
学
教
授
な
ど
悠
々
自
適
の
方
た
ち
も
、

昔
を
語
り
、「
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
が
、
あ
の
時
の
労
苦
が
、

戦
争
の
体
験
が
、
残
さ
れ
た
人
生
で
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
が
非

常
に
多
い
」
と
申
し
て
い
ま
す
。
我
々
は
英
霊
の
冥
福
を
祈
り

な
が
ら
、
新
し
い
日
本
の
建
設
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

満
州
入
営
よ
り
六
十
年
　
公
務
に
奉
仕
　 

岐
阜
県
　
下
畑
春
造
　 

私
は
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
八
月
、
一
年
早
く
志
願
兵

と
し
て
徴
兵
検
査
を
受
け
甲
種
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
、

一
年
早
く
志
願
を
し
た
の
か
と
、
今
に
な
る
と
他
か
ら
尋
ね
ら

れ
ま
す
が
、
当
時
の
日
本
国
内
の
状
況
や
、
世
界
の
中
で
の
日

本
の
立
場
が
だ
ん
だ
ん
と
不
利
に
な
り
、
我
々
若
い
者
は
危
機

感
を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
国
内
も
、
特
に
農
村
は
冷
害
と
か
不
況
で
、
私
た

ち
の
周
囲
を
見
て
も
何
か
不
安
で
あ
り
、
満
州
事
変
以
来
、
満

州
国
の
建
設
な
ど
も
あ
り
、
満
州
大
陸
に
活
を
求
め
る
気
運

が
、
日
本
国
内
、
特
に
農
山
村
の
人
々
の
心
に
あ
り
ま
し
た

し
、
国
策
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
に
導
い
て
い
た
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
私
も
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
に
居
た
の
で
、
日
本
の

一
青
年
と
し
て
、
一
年
で
も
早
く
、
軍
隊
に
入
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。




